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編集後記

梅雨を一足飛びに越えてきた酷暑の下に,流 れる額の汗をふきふき(と いえばオーバーかな

?)3日 坊主ならぬ第3号 目の編集を終えてホッとしています。委員一同漸 く仕事にも慣れて

きました。これか ら益々面白い記事が増えることを信じて一同張切っています。この度低温セ

ンターの仕事に大いに協力されてきた編集委員の一人森崎さんが電気通信大助教授に栄転され

ましたので新 しく工学部電子の浜ロさんが参加されることにな りました。さて,今 後益々この

センターだよりを有意義なものにするため,日 頃の研究生活の中で煮つめたユニークな発想や

論文以前の段階での面白くも不可解な実験結果の申間報告などいろいろと皆様がフレッシユな

ニュースをお届け下さることも大いに期待しています。

本誌を読まれる中κハッと気付いた新 しい事実や,首 をかしげた くなるような疑問なども大

いにフィー ドバックして下さい。そしてそれが低温研究の発展への刺戟剤としての役割 も果せ

るよう編集委員一同願って筆をおきます。

(松 浦 記)

編集委員交替
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低温センター利用案由

吹、田 分 室

業 務 内 容 利 用 日
、

申 込 方 一法

液体 ヘ リウム

(54未 満)

毎週

火 木 金
前日の16時 までに指定の申込用紙に記入 して,液 化室へ持参

一_,<

液体 ベ リウム

(解 以上)
.

毎週

火,金

ド

希望 日の2週 間前から1週 間前の閲に担当者(牧 山)へ 申添み
＼
ゴ

液 体 水 素 奇数月の第4火 曜日

を含む週 ・
奇翻 喋2耀 日舜 脚 当者(脇 坂)へ 申込み.

液 体 窒 素 平 日10～i6時

±曜10～12時
申込みの必要なし,所 定の用紙に必要事項を記入

部 品 の 供給 毎週'

月,木 の午前 中
指定の申込用紙に必要事項を記入 して持参

器 具 の 貸 出
.
特 に 定 め ず

・1

セ ンター技 官と相談r

=豊 中 分 室

業 務 内 宥
和 用 、 旧

申 込 方 法

液 体 ヘ リ ウニム.、

(54未 満),

毎週

月,水,金

＼

前 日の16時(月 ■曜 の分は±曜の12時)『 までに液化室 の黒板 に記

入

液体ヘ リウム

(52以 上)
特 に定 め ず

一

約1ケ 月前に液化室へ申込み,技 官と相談

液 体 永 素 偶数月の第1週 10日前までに液化室へ申込み

液 体 窒 素

-

平 日9～17時

± 曜9～12時

(54未 満は時間外供給可)

.一

申込みの必要なし,所 定の用紙に必要事項を記入

器 具 の 貸 出 特 に 定 め ず
一.ー

セ ンター技官 と相談
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